
公益財団法人日本自然保護協会



会

科学的な調査と研究を基に

●日本全国のたくさんの場所の自然保護問題の解決

（政策提言・調査など）←地域の皆さま・研究者と連携

●自然を大切にする社会づくり

（自然の情報提供・価値を伝える活動）

↑自然を大切に思う方、組織、協力者を増やし一緒に活動



全国で活動中

会員数約14,000名



なぜ蝶を保全するの？
オオルリシジミをはじめとした「里やまや草原のチョウ」が絶滅
に最も近い生きものだから。

里やまや草原のチョウが減少した主な理由

×手つかずの自然が減ってきたから？
〇縄文時代から数千年、生活のために「人の手」によって
維持されてきた生息地（里山や草原）がなくなってきたから。

→（例）明治時代、国土の10 ～30 ％程度が草原→現在 1％にまで減少



どうやって蝶を絶滅から守るの？

・ 草原を国土の1％→20％に増やす。
・ 里やまの環境を新しく作る

→✖現実的ではない。
〇 みんなで 科学的な調査と研究を行い

（人の近くで暮らしていた蝶を） 「人の暮らしの中で」

効果的に生息数を増やしていく



どうやって

オオルリシジミを守るの？

岩原自然と文化を守り育てる会の皆様が配布してくだ
さったクララを、市民の皆さまが植えてくださった場所。

安曇野では、市民の皆さんが絶滅危惧種の保護活動
の主役に！

2019年以前
2020年

2021年



安曇野のオオルリシジミを
守るための活動に
参加してみませんか

１、食草クララの植栽(ご自宅のお庭など）

２、植えたクララを調べる（調査）



食草クララの植栽

１回目の配布会で得たクララに翌年
やって来たオオルリシジミ

写真左：岩原区の畑脇のクララ、 写真右：柏矢町で撮影



国営アルプスあづみの公園



研究者・自然観察指導員
の協力を得て、
卵と幼虫の調査します。



卵を確認する調査



資料 日本自然保護協会会報「自然保護」より



全国からの支援を基に

チョウを守る活動にご寄付をいただいています。

日本自然保護協会は、公益財団法人ですが、
自然保護活動は、各担当が資金集めを行いながら事業を実施



全国からの支援を基に

１、保全のための情報の共有（印刷物・看板）



看板の設置



全国からの支援を基に

自然観察会やイベントの実施



全国からの支援を基に

２、調査活動の実施、地元や研究者の支援



全国からの支援を基に

３、防犯グッズの提供

写真左：軽トラックの防犯見回り用ステッカー
写真右：生息地パトロールにご協力くださった地域の皆さま



イエローカード



皆さまのご参加を
お待ちしています


